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2022 年３月期通期連結業績予想と実績値との差異および、 

剰余金の配当に関するお知らせ 
 
 
 

  2022年 1月 31日に公表しました 2022年 3月期の通期連結業績予想と実績値との間に差異が生じ

ましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2022年 3月期通期連結業績予想数値と実績値の差異（2021年 4月 1日～2022年 3月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属
する当期純利益 

1株当たり 
当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 46,500 2,300 2,350 1,750 230.35 

今回実績値（Ｂ） 45,438 2,770 3,230 2,547 335.07 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,061 470 880 797  

増減率（％） △2.3 20.5 37.5 45.6  

（ご参考）前期実績 

（2021年 3月期） 
48,753 2,745 2,939 2,511 331.01 

 

２．業績修正の理由 

当連結会計年度の業績は、売上高につきましては、既受注工事の進捗が想定よりも進まず、予想

数値より減収となりました。 

利益面につきましては、工事採算の改善による売上原価率の改善、販売費及び一般管理費の減少

もあり、営業利益は予想数値を上回りました。また、円安にともなう為替差益の計上等により、経

常利益は予想数値を上回りました。親会社株主に帰属する当期純利益につきましても、特別損失に

固定資産撤去費用を計上いたしましたが、特別利益に投資有価証券売却益を計上し予想数値を大幅

に上回る結果となりました。 

 



 

３．剰余金の配当について 

当社は、本日開催の取締役会において、以下のとおり、2022年 3月 31日を基準日とする剰余金

の配当を行うことについて決議しましたので、お知らせいたします。 

 

４．配当の内容  

  

 

５．理由 

当社は、株主各位に対する利益還元を最重要政策としており、そのため長期にわたる安定的な経

営基盤と内部留保の充実をはかりつつ、成果の配分を行うことを配当政策の基本としております。 

 2022年3月期の配当につきましては、本日付の「2022年3月期決算短信」で開示した連結業績を

勘案した結果、期末の配当予想を前回配当予想に対し10円増配し、１株当たり70円の配当といたし

ました。 

なお、当該期末配当につきましては、2022年 6月 29日開催予定の第 98回定時株主総会において

正式に決定される予定です。 

 

（ご参考）年間配当の内訳 

    

 

以 上 

直近の配当予定 前  期  実  績

(2022年１月31日公表) (2021年3月期)

基　準　日 2022年3月31日 同　左 2021年3月31日

１株当たり配当金 70 円 00 銭 60 円 00 銭 70 円 00 銭

配当金総額 537百万円 － 537百万円

効力発生日 2022年6月30日 － 2021年6月30日

配 当 原 資 利益剰余金 － 利益剰余金

決　定　額

当 期 実 績 ― 70 円 00 銭 70 円 00 銭

前 期 実 績

(2021年３月期)

１株当たり配当金（円）

基　準　日 第２四半期末

― 70 円 00 銭 70 円 00 銭

期　　　　末 合　　　　計


